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質疑応答 
 

質問者① キヤノン電子 丹羽様 

素晴らしい内容をお話し頂きありがとうございました。質問が 2 点あります。1 点目が

13Pの慣性計測の指向軸変動算出式の大文字の T と R に関してですが、これは 3 次元の CAD

モデルの様なものから計算して出てくるのでしょうか。 

 

発表者 

これは光学解析ツールを使用して出しています。また、光学要素の形状配置等で決まる

パラメータで、解析的に計算することも可能です。 

 

質問者① キヤノン電子 丹羽様 

 慣性計測の手法で角速度センサをいくつか使用されているということですが、計測する

位置が重要だと思います。今回、一次鏡周り、二次鏡周り、そこが一番揺れに対して感度

があるということでしょうか。 

 

発表者 

 そうです。この試験では基本的に市販の望遠鏡を使用しておりますので、構成としては

主鏡、副鏡とあとは瞳の部分になってきますので、効くところというとその 2 つとなりま

す。 

 

質問者① キヤノン電子 丹羽様 

 実際のミッションでは光学系はいろいろな形態をとると思うのですが、ものによっては

揺れそうなところを見極めてそこの揺れ方等を計測して、先程のモデル式を作らないと、

うまく光学計測と合わないということもあり得るのでしょうか。 

 

発表者 

 はい、その通りです。実際には観測センサによって光学要素の数や配置、感度も変わっ

てくるので、それらを吟味したうえで通常は必要な光学要素にセンサを貼るような対応を

しています。 
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質問者② 齋藤様 

 この慣性センサの感度が出ているのですが分解能はどのくらいで、応答周波数範囲はど

のくらいのセンサなのでしょうか。 

 

発表者 

 分解能は 10＾-4[G]で、周波数帯域は 3[kHz]までだったと思います。 

 

質問者② 齋藤様 

 わかりました。周波数範囲と分解能がある程度ないと高精度に測れないのでは？と気に

なりました。 

 

発表者 

 そういう意味ではこのセンサを選定した理由と致しまして、まず観測性能、分解能が十

分あることと、重量が軽い、モードに影響を与えないという観点で世の中にある一番条件

に適合するものを選定して試験を行っています。 

 

質問者③ 株式会社エイ・イー・エス 三宅様 

 測定系についてですが、望遠鏡が設置してあるところにレーザと検出系も設置してあり、

レーザにも検出系にも擾乱が入っているような気がするのですが、測定原理が今一つよく

分かりませんでした。 

 

発表者 

 すみません、説明が足りず申し訳ありません。ご指摘は正しく、振動は入ってきます。

一応、1 つ目の影響を排除するというところで、レーザ光源に対しては簡単なアイソレーシ

ョン機能を設けて下からの振動を受けないようにしています。検出系も同様の構成にして

います。 

光学系と関係ないところに加速度センサを配置していると思いますが、実際にはレーザ

の乗っている台であるとか Position Sensitive Detector が乗っている台が揺れるとそれも誤差

に乗ってきますので、そこを分離できるように計測系を設けてその差分の影響も考慮して

評価を行っております。 
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